
　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。           

　

令
和
四
年
度
の
本
協
議
会
計
画
通
り
四

会
場
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
研
修

会
実
施
に
あ
た
り
公
益
財
団
法
人
茨
城
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ご
指
導
の
も
と
、
受
講

者
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
併
せ
て
本
協
議
会
研
修
担
当
役
員
の

皆
様
に
は
過
度
な
ご
負
担
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
研
修
会
関

係
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
衷
心
よ
り

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

県
内
各
支
部
の
計
画
す
る
研
修
会
お
よ
び

講
習
会
も
感
染
防
止
対
策
を
し
て
万
全
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茨
城
県

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
一
日
も
早
く
訪

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
も
自
身
で
出
来
う
る
対
策
を
惜
し
む
こ

と
な
く
感
染
予
防
に
努
力
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
諸
事
情
を
ご
理
解
頂
き
、
研
修
会

参
加
の
際
に
は
過
分
な
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
新
年
度
の
研
修
会
等
の
最
新
情

報
を
取
得
さ
れ
、
公
認
の
有
資
格
者
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
等
の
指
導
者
は
、
よ
り
良
い

指
導
者
と
し
て
指
導
方
法
を
研
鑚
さ
れ
、

理
想
の
指
導
者
へ
の
道
を
歩
ま
れ
ま
す
よ

う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。  

　

末
尾
で
あ
り
ま
す
が
公
益
財
団
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
発
信
す
る
最
新
情
報

に
注
目
さ
れ
、
新
指
導
体
制
に
対
し
万
全

の
対
応
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。
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今
年
度
の
本
協
議
会
総
会
は
、
令
和
４

年
４
月
19
日
（
火
）
に
水
戸
市
・
茨
城
県

水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館
二
階
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
ま
ず

（
公
財
）
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
根
本
専

務
理
事
よ
り
小
松
﨑
一
郎
様
、
高
柳
幾
臣

様
が
永
年
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
本
協
議
会
照
沼
会
長
よ
り
、

県
北
支
部
推
薦
で
滑
川
和
之
様
、
鈴
木
三

枝
子
様
、
中
央
支
部
推
薦
で
野
々
村
律
子

様
、
横
須
賀
良
子
様
、
坂
本
禮
子
様
が
功

労
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
本
協
議
会
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
報
告
並
び
に
令
和
４
年
度
事
業
計

画
案
及
び
収
支
予
算
書
案
が
、
原
案
通
り

全
会
一
致
で
承
認
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
主
な
事
業
で
あ
る
、
更
新

研
修
会
（
全
県
研
修
会
・
地
区
研
修
会
）

を
４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
県
研
修
会
は
、
研
修
委
員
会
が
主
管

し
令
和
４
年
８
月
７
日
（
日
）
に
水
戸
市
・

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ
ン
タ
ー
で
２

部
屋
に
分
け
て
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
場
制
限
を
設
け
て
申
込
者
128

名
に
対
し
、
受
講
者
104
名
（
会
員
84
名
・

未
会
員
20
名
）
が
２
部
屋
で
受
講
し
ま
し

た
。

　

水
戸
地
区
研
修
会
は
水
戸
支
部
が
主
管

し
令
和
４
年
９
月
４
日
（
日
）
に
水
戸
市
・

　

本
年
も
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
を
考
慮
し
、
安
全
な
研
修
会

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
本
協
議
会
の
組
織

す
る
研
修
委
員
会
と
各
地
区
協
議
会
支
部

組
織
が
企
画
し
、
登
録
し
て
い
る
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
へ
手
続
き
案
内
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
指
導
者
と
し
て
の
新
し
い
情

報
を
伝
え
て
い
く
従
来
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
必
須
項
目
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
と

と
も
に
目
標
を
設
定
し
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
が
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
実
践
力

を
高
め
ら
れ
る
支
援
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
減
少
状
況
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
も
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
り
ま
す
が
声
援

を
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
多
く
の
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
の
本
来
行
わ
れ
て
い
た
集
合
す
る

対
面
開
催
を
継
続
す
る
指
導
者
更
新
研
修

会
は
、
期
限
保
留
が
生
じ
な
い
よ
う
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
指
導
者
に
対
し
、
共
通

に
参
加
情
報
と
会
員
加
入
ご
案
内
で
き
る

体
制
に
よ
り
協
議
会
本
部
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
場
対
応
の
実
情
を
知
る
意
味
に
お
い

て
、
参
加
を
さ
れ
る
受
講
者
に
対
し
、
コ

令
和
四
年
度　

本
協
議
会
活
動
報
告

鈴 

木 

義 

夫

　
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
　
　
　

事
務
局
長

顧
問
あ
い
さ
つ

大 

畠 

宗 

夫

　
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　
　
　
　

指
導
者
協
議
会
顧
問

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ
ン
タ
ー
で
２

部
屋
に
分
け
て
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
場
制
限
を
設
け
て
申
込
者
126

名
に
対
し
、
受
講
者
101
名
（
会
員
80
名
・

未
会
員
21
名
）
が
２
部
屋
で
受
講
し
ま
し

た
。

　

県
南
地
区
研
修
会
は
県
南
支
部
が
主
管

し
令
和
４
年
11
月
13
日
（
日
）
に
阿
見
町
・

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
の
入
場
制
限
を
設
け
て
申
込
者
150

名
に
対
し
、
受
講
者
117
名
（
会
員
91
名
・

未
会
員
26
名
）
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

県
北
地
区
研
修
会
は
県
北
支
部
が
主
管

し
令
和
５
年
２
月
５
日
（
日
）
に
日
立
市
・

茨
城
県
県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
場
制
限
を
設
け
て
申
込
者
80

名
に
対
し
、
受
講
者
62
名
（
会
員
52
名
・

未
会
員
10
名
）
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
会
報
を
毎
年
２
回
３
月

中
旬
及
び
９
月
中
旬
に
発
行
、
広
報
委
員

会
が
原
稿
依
頼
、
研
修
会
取
材
、
文
書
校

正
等
な
ど
編
集
を
行
い
、
印
刷
製
本
後
に

本
協
議
会
事
務
局
か
ら
各
支
部
事
務
局
を

通
じ
て
、
会
員
皆
様
へ
無
料
で
配
布
し
て

お
り
、
そ
の
他
に
各
支
部
が
独
自
の
研
修

会
、
講
習
会
な
ど
の
開
催
と
支
部
便
り
を

無
料
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

茨
城
県
に
登
録
し
た
公
益
財
団
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

は
、
令
和
４
年
１
月
30
日
現
在
の
登
録
人

数
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　　

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、
資
格
取
得

後
及
び
資
格
更
新
後
は
、
３
年
６
カ
月
以

内
に
１
回
以
上
の
研
修
会
を
受
講
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
協
議
会
主
催
す
る
全
県
研
修
会
、
各

地
区
研
修
会
に
受
講
さ
れ
た
方
々
に
は
、

資
格
更
新
の
案
内
通
知
書
が
、
公
益
財
団

法
人
茨
城
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、
毎
年
４
月
及
び
10
月
に

資
格
取
得
及
び
資
格
更
新
が
完
了
さ
れ
た

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
対
し
、
会
員
入

会
（
更
新
）
の
案
内
文
書
を
送
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
さ
れ
て
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
の
発
展
に
際
し
、
会
員
皆
様
の
格
別

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

日本スポーツ協会公認スポーツ指導者茨城県登録者数 
（令和４年１月 3１日現在） 

 支部名 有資格者数（名） 会員数（名） 
１ 県北支部 ３５４ １７４ 
２ 水戸支部 ４６９ １７６ 
３ 中央支部 ７３０ ３３８ 
４ 鹿行支部 ２５７ １３３ 
５ 県南支部 １,５２９ ６２７ 
６ 県西支部 ５７３ ２６７ 
７ 県 外 １４２ ４２ 

茨城県全体 ４,０５４ １,７５７ 
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ロ
ナ
防
止
対
策
と
実
施
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
へ
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
施

計
画
を
改
善
し
て
い
ま
す
。
参
加
の
皆
様

に
は
資
格
の
有
効
期
限
内
に
余
裕
の
あ
る

期
日
に
受
講
を
さ
れ
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め

計
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
の
協
議
会
は
、
県
内
各
地
区
の
公

認
指
導
者
の
登
録
に
関
す
る
数
値
デ
ー
タ

を
当
該
年
度
と
過
去
の
状
況
を
比
較
し
、

傾
向
の
調
査
か
ら
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
り
ま

す
が
新
規
会
員
の
加
入
増
員
を
目
指
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
今
後
の
受
け
持
ち
事

業
と
し
て
、
支
部
組
織
が
、
地
域
と
の
関

わ
り
を
活
か
し
、
現
場
で
対
面
す
る
独
自

研
修
会
や
競
技
団
体
研
修
会
を
実
施
さ
れ

る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
内
登
録
さ
れ
て
い
る
多
く

の
指
導
者
の
皆
様
に
は
、
資
格
の
継
続
事

業
と
地
域
を
元
気
に
で
き
る
体
づ
く
り
や

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
泳
げ
た
！
」
こ
の
感
動
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
現
場
で
指
導
を
し
て

い
る
コ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
の
、
コ
ー
チ
を

支
え
て
い
る
の
が
、
一
般
社
団
法
人
茨
城

県
水
泳
連
盟
地
域
指
導
者
委
員
会
（
以
後

地
域
指
導
者
委
員
会
）
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
多
く
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
水
泳
の
指
導
が

行
わ
れ
て
い
る
。
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
楽
し
さ
を
共

有
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。

　

水
泳
は
、
水
を
媒
体
と
し
て
行
わ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
教
わ
ら
な
く
て
は
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
。
最
近
は
室
内
プ
ー
ル

の
普
及
に
伴
い
、
強
烈
な
夏
の
日
差
し
や

梅
雨
時
の
寒
さ
と
い
っ
た
過
酷
な
条
件
で

の
指
導
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
水
の

中
で
は
呼
吸
が
で
き
な
い
と
い
う
、
一
歩

間
違
え
る
と
命
に
係
わ
る
環
境
の
中
で
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
心
者
指
導
と
は

い
え
、
指
導
者
に
は
高
度
な
技
術
と
知
識

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

茨
城
県
で
は
、
教
師
及
び
コ
ー
チ
１
～

４
の
登
録
者
が
約
三
百
六
十
名
。
そ
の

他
、
水
泳
連
盟
で
制
定
し
て
い
る
基
礎
水

泳
指
導
員
が
約
百
二
十
名
。
総
勢
五
百
名

近
い
資
格
を
も
っ
た
指
導
員
が
活
動
し
て

い
る
。
コ
ー
チ
を
職
業
と
し
て
競
技
ス
ポ

ー
ツ
の
最
先
端
で
指
導
を
し
て
い
る
者
か

ら
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
者
や
、

コ
ー
チ
の
資
格
を
得
る
た
め
に
指
導
者
の

育
成
の
お
手
伝
い
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
ま
で

様
々
な
取
り
組
み
で
「
指
導
」
に
関
わ
っ

て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
コ
ー
チ
３
で
は
、
コ
ー
チ

１
・
２
の
「
水
泳
」
と
い
う
大
き
な
括
り

か
ら
「
競
泳
」「
飛
込
」「
水
球
」「
ア
ー

テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ(

旧
シ
ン

ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ)

」「
オ
ー

プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
」
の
五
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
競
技
力
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。

　

水
泳
競
技
の
場
合
、
更
新
研
修
を
水
泳

連
盟
単
独
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
関

係
者
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
機
会
が
少
な

く
、
お
互
い
に
活
動
の
様
子
が
見
え
に
く

い
状
況
が
あ
る
が
、
毎
年
基
礎
水
泳
指
導

員
養
成
講
習
会
及
び
更
新
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
更
新
研
修
は
、
水
泳
の
指
導
者
と

し
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
や
身
に
着
け

て
お
き
た
い
こ
と
を
中
心
に
実
施
し
て
い

る
。

　

今
後
は
、
資
格
の
有
効
活
用
を
考
え
、

コ
ー
チ
資
格
を
さ
ら
に
魅
力
的
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

茨
城
県
テ
ニ
ス
協
会
主
催
で
令
和
四
年

十
月
十
五
日
（
土
）
に
、
小
野
田
倫
久
プ

ロ 
（
日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
Ｓ
級
エ
リ

ー
ト
コ
ー
チ
／
元
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位

／
２
０
０
２
年
ア
ジ
ア
大
会
団
体
金
メ
ダ

リ
ス
ト 
） 
を
お
招
き
し
て
の
ビ
ギ
ナ
ー

ズ
レ
ッ
ス
ン
を
、
子
供
た
ち
向
け
に
開
催

し
ま
し
た
。
小
野
田
プ
ロ
は
、
人
気
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
「
ス
タ
ー
テ
ニ
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
」
の
Ｍ
Ｃ
兼
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
プ
ロ
選
手
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
、
子
供
た
ち
の
テ
ニ
ス
に
対

す
る
憧
れ
や
、
将
来
の
夢
を
抱
い
て
も
ら

う
こ
と
で
、
茨
城
県
の
テ
ニ
ス
競
技
レ
ベ

ル
の
向
上
を
目
指
す
目
的
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

大
変
意
義
の
あ
る
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
レ
ッ
ス

ン
と
な
り
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る
参
加

人
数
と
な
り
盛
況
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
楽
し
み
方
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
新
規
参
加
を
促

し
、
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
底
辺
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
健
全
な
青
少
年
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
茨
城
県
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
強
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県
テ
ニ

ス
協
会
で
、
現
在
加
盟
団
体
な
ら
び
に
個

人
登
録
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
協
会

は
、
お
も
に
県
内
に
所
属
す
る
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
、
学
校
体
育
団
体
、
会
社
、
団
体
、

事
業
所
体
育

会
等
な
ど
で

組
織
し
て
お

り
、
支
部
及

び
市
町
村
テ

ニ
ス
団
体
を

置
い
て
日
々

活
動
し
て
お

り
ま
す
。
今

後
と
も
当
協

会
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
た

く
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
公
財
）
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　
　
　

加
盟
競
技
団
体
紹
介

鈴 

木 　

誠

　

一
般
社
団
法
人　

茨
城
県
水
泳
連
盟　

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
指
導
者
委
員
長

「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
レ
ッ
ス
ン
の
ご
報
告
」

沼 

尻 

満 

男

　

茨
城
県
テ
ニ
ス
協
会

理
事
長
代
理
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今
年
度
の
総
務
委
員
会
は
、
令
和
四
年

十
月
二
十
七
日
（
木
）
水
戸
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
分
館
に
お
い
て
、
令
和
四
年

度
第
一
回
総
務
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議

会
規
約
及
び
細
則
の
条
文
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
実
態
と
の
整
合
性
を
図

る
こ
と
と
し
、
以
下
の
通
り
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

㈠
令
和
四
年
度
本
協
議
会
規
約
及
び
細
則

　

の
見
直
し
に
つ
い
て

㈡
令
和
四
年
度
常
任
理
事
会
か
ら
の
付
託

　

事
項
の
検
討
に
つ
い
て

㈢
そ
の
他
諸
事
項

以
上
、
条
文
見
直
し
案
を
常
任
理
事
会
に

　

ご
提
案
申
し
上
げ
、
ご
審
議
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

第
二
回
総
務
委
員
会
は
、
令
和
五
年
二

月
二
日
に
第
一
回
総
務
委
員
会
と
同
じ
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
で
は
指
導
者

協
議
会
活
動
の
情
報
誌
を
、
９
月
と
３
月

に
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
内
容
的
に

は
長
年
に
わ
た
り
各
地
域
や
ス
ポ
ー
ツ
種

目
に
て
活
動
さ
れ
た
功
労
者
の
紹
介
（
受

賞
者
あ
い
さ
つ
）
や
県
内
各
支
部
の
活
動

紹
介
（
支
部
だ
よ
り
）
な
ど
掲
載
し
て
い

ま
す
。
昭
和
54
年
か
ら
発
行
さ
れ
令
和
４

年
に
て
86
号
ま
で
発
行
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
迄
に
発
行
さ
れ
た
先
輩

関
係
者
に
は
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
の
広
報
誌
79
号
に
も
記
載
い

た
し
ま
し
た
が
、
時
代
も
変
わ
り
、
今
で

は
会
報
誌
もW

eb
版
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
が

W
eb

版
に
な
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

が
減
少
す
る
事
も
有
り
え
る
の
で
、
九
月

に
発
行
す
る
も
の
は
、
今
ま
で
通
り
会
報

誌
と
し
て
発
行
・
発
送
し
年
間
の
実
績
報

告
や
年
間
計
画
、
研
修
予
定
や
研
修
参
加

申
し
込
み
書
を
同
封
す
る
や
り
方
も
有
り

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
月
発
行
の
広
報
誌
に
は

W
ed

版
だ
け
で
も
良
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

広
報
誌
の
予
算
削
減
や
広
報
誌
を
作
成

す
る
苦
労
を
削
減
す
る
事
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
会
報
誌
に
も
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
に
協
賛
し
て
い

た
だ
く
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
で
も
入
れ
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
も

思
い
ま
す
。
３
年
前
と
同
じ
意
見
を
記
載

し
て
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
報
委
員
会
よ
り
原
稿
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

渦
中
、
指
導
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
健
勝
の
う
え
、
研
鑽
、
ご
指
導
に
ご

活
躍
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
喜
ん
で
い
い
の
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
制
限
が
緩
和
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
十
三
日
、
個
人
判
断
に
は
な
り
ま

す
が
、
マ
ス
ク
の
着
用
義
務
が
解
除
と
な

り
、
五
月
八
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
、「
２
類
」
か
ら
「
５
類
」
に
移

す
こ
と
に
な
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
私
た
ち
コ
ー
チ

に
取
り
ま
し
て
「
コ
ー
チ
ン
グ
し
易
い
環

境
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
な
ぁ
」
と
ひ
た
す

ら
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
既
に
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
い

よ
い
よ
中
学
校
の
部
活
動
が
令
和
５
年

～
７
年
度
に
か
け
て
、
先
ず
休
日
か
ら
段

階
的
に
地
域
へ
移
行
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
チ

の
皆
さ
ん
は
茨
城
県
教
育
庁
の
部
活
指
導

員
に
応
募
、
登
録
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？　

随
時
登
録
者
を
募
集
し
て
い
る
と

の
事
で
す
。

　

令
和
４
年
度
、
研
修
会
概
要

①
全
県
研
修
会
（
八
月
七
日
）　

講
演
Ⅰ
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
～
挫
折
と
成
功

　
　
　

の
軌
跡
～
」　

 

中
山
由
起
枝
先
生

講
演
Ⅱ
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
中
心
と
し
た
指

　
　
　

導
方
法
」　

 　
　

加
藤
敏
弘
先
生

②
水
戸
地
区
研
修
会
（
九
月
四
日
）　

講
演
Ⅰ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
選
手

　
　
　

の
成
長
」　
　
　

 

岩
上
紋
子
先
生

講
演
Ⅱ
「
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
（
栄
養
と
疲

　
　
　

労
回
復
）」　
　
　
　

泉
妻
剛
先
生

③
県
南
地
区
研
修
会
（
十
一
月
十
三
日
）

講
演
Ⅰ
「
活
き
活
き
と
し
た
選
手
と
チ
ー

　
　
　

ム
を
つ
く
る
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
村
和
寿
先
生

講
演
Ⅱ
「
指
導
者
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
　
　

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

網
師
野
公
也
先
生

④
県
北
地
区
研
修
会
（
五
年
二
月
五
日
）

講
演
Ⅰ
「
パ
ワ
ハ
ラ
と
選
手
の
成
長
！

　
　
　

悪
気
は
な
い
の
に
な
ぜ
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木
ゆ
う
い
ち
先
生

講
演
Ⅱ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
築
く

　
　
　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
誠
一
先
生

　

い
ず
れ
の
講
演
も
刷
新
的
な
講
演
で
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
、
研
修
会
開
催
予
定
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
務
局
便
り
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
全
県
研
修
会
は
毎
年
行
わ

れ
、
地
区
研
修
会
は
隔
年
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

運
営
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
本
協

議
会
、
各
支
部
の
発
展
と
活
性
化
、
そ
し

て
、
充
実
し
た
研
修
会
を
推
進
で
き
る
よ

う
是
非
と
も
継
続
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
こ
の
場
を
お
借

専
門
委
員
会
事
業
報
告

［
総
務
委
員
会
］

［
広
報
委
員
会
］

和 

田 

弘 

行

　
総
務
委
員
長　
　
　
　

君
和
田 

治 

也

　
広
報
委
員
長　
　
　
　

［
研
修
委
員
会
］渡 

辺 

吉 

光

　
研
修
委
員
長　
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　　　　　　　 り
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

研
修
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ー
チ

（
指
導
員
）
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
不
具
合
点
を
解
消
し
つ
つ
役
員

全
員
一
丸
と
な
り
研
修
の
資
質
向
上
を
図

り
、充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

研
修
会
水
戸
地
区
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
演
Ⅰ
で
は
、
岩
上
紋
子
氏
（
日
本
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
＆
コ

ー
チ
）
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
選
手
の
成
長
」
と
い
う
題
目
で
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
選
手
と

チ
ー
ム
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
て
、

目
標
達
成
の
確
率
を
高
め
る
影
響
力
だ
と

学
び
ま
し
た
。
研
修
中
は
、
講
師
が
一
方

的
に
話
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
ペ
ア
に

な
り
考
え
、
発
言
し
な
が
ら
コ
ー
チ
ン
グ

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
共
有
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
に
持
ち
帰
り
、
ダ
ニ
エ
ル
キ
ム

成
功
循
環
モ
デ
ル
（
グ
ッ
ト
サ
イ
ク
ル
）

に
当
て
は
め
、
選
手
た
ち
か
ら
信
頼
を
得

ら
れ
、
選
手
た
ち
が
育
つ
環
境
の
提
供
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
Ⅱ
で
は
、
泉い

ず

妻の
め　

剛
氏
（
国
際
予

防
医
学
協
会
㈱
い
ず
の
め
サ
ポ
ー
ト
代
表

に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
（
栄
養
と
疲

労
回
復
）
と
い
う
題
目
で
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
う
え
で
、
い
つ
・
何

を
食
べ
る
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
最
大
化

す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
一
番
興
味
が

あ
り
、
講
演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
効
果
的
な
回
復
を
促
す
食
事
術
、
筋

肉
や
筋
肉
量
に
効
果
的
な
栄
養
摂
取
時

間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
安
定
さ
せ
る
食

事
時
間
な
ど
、
泉
妻　

氏
の
野
球
を
し
て

い
る
息
子
さ
ん
の
実
例
や
具
体
的
に
何
を

食
べ
る
と
効
果
的
な
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

泉
妻　

氏
の
講
話
は
大
変
興
味
が
あ
る

内
容
で
、
研
修
後
、
家
族
や
自
分
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
た
め
に
、
栄
養
を
考
え

た
献
立
・
食
事
を
摂
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
良
い
睡
眠
と
鳥
胸
肉
百
グ
ラ
ム
を
二

週
間
食
す
る
と
、
長
時
間
疲
れ
な
い
身
体

に
な
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
是
非
、
皆
様
も
実
践
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

講
演
Ⅰ
で
は
、「
活
き
活
き
と
し
た
選

手
と
チ
ー
ム
を
つ
く
る
た
め
に
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
心

に
残
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
五
点
で

す
。

①
指
導
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
違
い
に
つ
い

て
指
導
者
、
コ
ー
チ
は
き
ち
ん
と
認
識
す

べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
。

②
組
織
が
成
功
を
納
め
、
よ
り
良
い
サ
イ

ク
ル
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
人
と
人
と

の
「
関
係
の
質
」
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
。

③
相
手
の
自
発
的
な
行
動
を
促
進
さ
せ
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が

「
コ
ー
チ
ン
グ
」
で
あ
り
、
選
手
自
身
の

可
能
性
に
気
付
か
せ
た
り
、
勇
気
や
自
信

を
も
っ
て
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
な
心
を
育
て
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
。

④
相
手
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
第

一
段
階
で
あ
り
、最
重
要
で
あ
る
こ
と（
精

神
的
な
安
定
・
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
・

相
手
の
人
格
を
尊
ぶ
こ
と
・
言
葉
よ
り
態

度
、
行
動
で
語
る
こ
と
・
相
手
の
物
語
に

関
心
を
持
つ
こ
と
）

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の
タ

イ
プ
を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
を
探
り
、
指
導
方
法
を
工
夫
し
て

い
く
こ
と
が
、
個
人
や
集
団
を
伸
ば
す
可

能
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
。

　

講
演
Ⅱ
の
「
指
導
者
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
で
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、「
良
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
と
る
た
め
に
は
、「
良
質

な
質
問
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
や
チ
ー
ム
の
向
上
の

た
め
に
は
、「
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
モ
デ
ル
の
質
問
」

（
①
目
標
の
明
確
化
、
②
現
状
の
明
確
化
、

③
方
法
の
発
見
・
選
択
肢
の
創
造
、
④
行

動
の
具
体
化
）
を
い
か
に
充
実
さ
せ
ら
れ

る
か
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
二
つ
の
講
演
か
ら
、
指
導
者
・

コ
ー
チ
側
の
人
間
関
係
づ
く
り
の
仕
方
が

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

「
相
手
を
ど
う
生
か
す
か
」
を
考
え
て
向

き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
四
年
度 

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

 　
　
　
　
　
　

研 
修 
会 
報 

告

水
戸
地
区
研
修
会

県
南
地
区
研
修
会

小 

野 

由 

美

　

水
戸
市

根 

本 

勝 

行

　

稲
敷
市
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１ 日 時：令和 4 年 11 月 20 日（日）～21 日（月） 
２ 会 場：ホテルレイクビュー水戸 
３ 出席者：関ブロ会長  照沼 一美（茨城県会長） 

関ブロ副会長 山本 健二（神奈川県会長）， 
関ブロ理事長 鈴木 満（神奈川県理事） 
関ブロ監事  磯 元一郎（栃木県会長），市村 一司（山梨県） 
関ブロ会計  鈴木 義夫（茨城県事務局長） 
渡邊 悟（山梨県会長），野呂瀬 秀（山梨県副会長），山田 龍彦（東京都会長） 
川喜田 靖彦（千葉県副会長），茨城県スポーツ協会（根本 聡専務理事，大竹 良彦事務
局長，水貝 保事業課長，中口 直仁指導主事），茨城県スポーツ指導者協議会 13 名 

  来 賓：清水 秀一（茨城県教育庁保健体育課 課長） 
 
４ 研修会日程 
【１日目】 
（１）開会式 

主催者あいさつ：照沼 一美（関東ブロックスポーツ会長） 
開催県あいさつ：根本 聡（茨城県スポーツ協会専務理事） 
 

（２）基調講演 
演 題：『学校運動部活動を輝かせる公認スポーツ指導者の役割』 

         講 師：茨城大学人文社会科学部教授 加藤 敏弘氏 
         スポーツはラテン語の「deportare」が語源であり、海を出ていく、気晴らし、チャ

レンジを意味する。 
  ・日本の戦前・戦後等の歴史的背景を身振り手振りを交え運動部活動や教育環境の変遷を説明され

た。 
近年の大きな変化 
・2012 年（平成 24）の体罰事案による死亡事故 

  ・2013 年（平成 25）スポーツ界における暴力行為根絶。 
宣言（日体協他多数の団体） 

  ・2013 年（平成 25）「運動部活動の指導ガイドライン」（文部科学省） 
  ・2018 年（平成 30）「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（スポーツ省） 
   また、少子化問題や働き方改革等で大きく変化している。 

スペインのバスケットボール協会を例に※ゲームを支える指導者 ※しっかり審判をする  
 ※ゲームを通してルールを教えるなどガバナンスの大切さを説かれた。 
  種目を超えての関わり、コミュニティが大切であるとアピールされた。 
 

（３）研究協議 
    各都県の現状把握と今後の展望と対策 

 「山梨県→神奈川県→千葉県→東京都→栃木県→茨城県」 
 

令和 4年度関東ブロックスポーツ指導者協議会研修会  令和 4 年度関東ブロックスポーツ指導者協議会研修会 
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山梨県 渡邊  悟 

・今年度役員の改選があった。        
・ここ数年の課題は、会員の高齢化 
と新会員の加入率が大変低いことです。20 
年前から比べると右肩下がりでここ数年毎 
年 50 名の減となっている。有資格者 1,000

名で会員数は 480 名と入会率が低い。 
・更新研修会を年 7 回実施している。（県指導協 1 回、地
域指導協 6 回）この研修会に事務局が出向 
き、スポーツ指導者協議会の案内で行っている。 
・年間の会費は一人 1,000 円で県スポーツ協会から 25 万
の補助金が出ている。 
・会員の減少対策がなかなか取り組めてないのが現状であ
る。 

神奈川県 山本 健二 

・会員数は約 2,000 名で有資格者全員が加入
している。（2,000 名で推移）しかし、会費は
任意であり 338 名が納入している状態です。(年
会費1,000円/人) 
・執行部会や理事会、総会など開催して情報

交換、資質の向上とかを図っている。 
・県スポーツ協会から年間 40 万円を補助していただいてい
る。 
・スポーツ指導者協議会の存在認識がされているのかという
声がでてきている。スポーツ協会との話し合いや他の団体と
の連携ができるよう動いている。 
・中学校部活動の「スポーツの地域移行」ということもあり、
スポーツ指導者の紹介を兼ね行政との 
連携・協力等を継続的に行っている。執行部ではなく、市町
村指導協が行っていくのが望ましい。 

本年度より会長が入江から大野に代わりまし
た。 
・年会費は 2,000 円/人で県より 20 万 
円の補助金をいただいている。 
・会員数は年々目減りしているが、リーフレ

ットを作成して配布するなど会員増への取り組みをしてい
る。年 4 回の更新研修会の折に説明や新規取得者への案内を
行っている。 
・更新研修会の受講料は無料で非会員は 2,000 円となってい
る。会員の年会費 2,000 円が 4 年で 8,000 円になり、非会員
の更新時の 2,000 円に不公平を感じているとの声があり、非
会員の受講料を 4,000 円にしたいと県と交渉を行っている。 
・広報誌の発行は県スポーツ協会の協力で発送して 
いただいている。 

スポーツ指導者協議会は発足して 40 年経過
していますが、令和 2 年に新規という形で再
生を図った。ホームペー 
ジの作成、ロゴマークの変更そして理事を入
れ替え新しいスタートを切りました。 

・会員数は旧協議会では 2,000 名いましたが現在は 200 名と
なっている。 
・研修会受講料は会員が 2,000 円で非会員は 3,000 円として
いる。そこで収入を得ている。 
・スポーツ協会からは研修費補助ということで 8,000 円しか
出ていません。 
・スポーツ指導者協議会の法人化を図りたいという考えがあ
り、今年は据え置くが早ければ来年には社団法人の取得をし
たいと考えている。 
・都スポーツ協会が下部組織として認定していないところに
金は出せない、意見は聞けないとか全然反応がない。 

千葉県 川喜田 靖彦 東京都 山田 龍彦 

県内にあるいろいろな協議会がある中、最初
に補助金を減らされているのがスポーツ指導
者協議会です。この協議会は何やってんだ！
と予算を握っているところのターゲットにな
っている。人、物、金と言いますが運営する 

中で一番必要なのはお金かなと思います。 
・県からの補助金は 7 万円です。7 万円の中で年 2 回の理事
会、そして関東ブロックの年会費 10,000 円を支出するとほか
にあてる予算が無くなる状況です。 
・年 2 回（7 月、2 月）の更新研修会を開催。参加料 1,000 円
が協議会の運営費として一時は潤っていたが、日本スポーツ
協会の更新研修会の考え方が変わり、この金額が協議会に入
ってこなくなってしまった。更新研修会の通知は対象者にス
ポーツ協会から郵送している。 

県スポーツ指導者協議会の現況ですが、「研究
討議・情報交換」資料に詳しく記載されてい
ますのでご覧ください。 
・現在 1,631 名の会員で、4 年に 1 度年会費
4,000 円を徴収している。 

・更新研修会は年 4 回（8 月、９月、11 月、2 月）予定して
いる。参加料は会員 1,000 円に未会員は 3,000 円をいただい
ている。 
ありがとうございました。各都県から現在どのような活動を
しているか、課題は何かをお話いただきました。 

栃木県 磯 元一朗 

茨城県 鈴木 義夫 

（４） 情報交換会（懇親会） 
【２日目】 
（１）各都県の今後の方針発表 

「山梨県→神奈川県→千葉県→ 
東京都→栃木県→茨城県」 

（２）閉会式 
    開催県お礼のことば 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４） 情報交換会（懇親会） 
【２日目】 
（１）各都県の今後の方針発表 

「山梨県→神奈川県→千葉県→ 
東京都→栃木県→茨城県」 

（２）閉会式 
    開催県お礼のことば 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山梨県 渡邊  悟 

・今年度役員の改選があった。        
・ここ数年の課題は、会員の高齢化 
と新会員の加入率が大変低いことです。20 
年前から比べると右肩下がりでここ数年毎 
年 50 名の減となっている。有資格者 1,000

名で会員数は 480 名と入会率が低い。 
・更新研修会を年 7 回実施している。（県指導協 1 回、地
域指導協 6 回）この研修会に事務局が出向 
き、スポーツ指導者協議会の案内で行っている。 
・年間の会費は一人 1,000 円で県スポーツ協会から 25 万
の補助金が出ている。 
・会員の減少対策がなかなか取り組めてないのが現状であ
る。 

神奈川県 山本 健二 

・会員数は約 2,000 名で有資格者全員が加入
している。（2,000 名で推移）しかし、会費は
任意であり 338 名が納入している状態です。(年
会費1,000円/人) 
・執行部会や理事会、総会など開催して情報

交換、資質の向上とかを図っている。 
・県スポーツ協会から年間 40 万円を補助していただいてい
る。 
・スポーツ指導者協議会の存在認識がされているのかという
声がでてきている。スポーツ協会との話し合いや他の団体と
の連携ができるよう動いている。 
・中学校部活動の「スポーツの地域移行」ということもあり、
スポーツ指導者の紹介を兼ね行政との 
連携・協力等を継続的に行っている。執行部ではなく、市町
村指導協が行っていくのが望ましい。 

本年度より会長が入江から大野に代わりまし
た。 
・年会費は 2,000 円/人で県より 20 万 
円の補助金をいただいている。 
・会員数は年々目減りしているが、リーフレ

ットを作成して配布するなど会員増への取り組みをしてい
る。年 4 回の更新研修会の折に説明や新規取得者への案内を
行っている。 
・更新研修会の受講料は無料で非会員は 2,000 円となってい
る。会員の年会費 2,000 円が 4 年で 8,000 円になり、非会員
の更新時の 2,000 円に不公平を感じているとの声があり、非
会員の受講料を 4,000 円にしたいと県と交渉を行っている。 
・広報誌の発行は県スポーツ協会の協力で発送して 
いただいている。 

スポーツ指導者協議会は発足して 40 年経過
していますが、令和 2 年に新規という形で再
生を図った。ホームペー 
ジの作成、ロゴマークの変更そして理事を入
れ替え新しいスタートを切りました。 

・会員数は旧協議会では 2,000 名いましたが現在は 200 名と
なっている。 
・研修会受講料は会員が 2,000 円で非会員は 3,000 円として
いる。そこで収入を得ている。 
・スポーツ協会からは研修費補助ということで 8,000 円しか
出ていません。 
・スポーツ指導者協議会の法人化を図りたいという考えがあ
り、今年は据え置くが早ければ来年には社団法人の取得をし
たいと考えている。 
・都スポーツ協会が下部組織として認定していないところに
金は出せない、意見は聞けないとか全然反応がない。 

千葉県 川喜田 靖彦 東京都 山田 龍彦 

県内にあるいろいろな協議会がある中、最初
に補助金を減らされているのがスポーツ指導
者協議会です。この協議会は何やってんだ！
と予算を握っているところのターゲットにな
っている。人、物、金と言いますが運営する 

中で一番必要なのはお金かなと思います。 
・県からの補助金は 7 万円です。7 万円の中で年 2 回の理事
会、そして関東ブロックの年会費 10,000 円を支出するとほか
にあてる予算が無くなる状況です。 
・年 2 回（7 月、2 月）の更新研修会を開催。参加料 1,000 円
が協議会の運営費として一時は潤っていたが、日本スポーツ
協会の更新研修会の考え方が変わり、この金額が協議会に入
ってこなくなってしまった。更新研修会の通知は対象者にス
ポーツ協会から郵送している。 

県スポーツ指導者協議会の現況ですが、「研究
討議・情報交換」資料に詳しく記載されてい
ますのでご覧ください。 
・現在 1,631 名の会員で、4 年に 1 度年会費
4,000 円を徴収している。 

・更新研修会は年 4 回（8 月、９月、11 月、2 月）予定して
いる。参加料は会員 1,000 円に未会員は 3,000 円をいただい
ている。 
ありがとうございました。各都県から現在どのような活動を
しているか、課題は何かをお話いただきました。 

栃木県 磯 元一朗 

茨城県 鈴木 義夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山梨県 渡邊  悟 

・今年度役員の改選があった。        
・ここ数年の課題は、会員の高齢化 
と新会員の加入率が大変低いことです。20 
年前から比べると右肩下がりでここ数年毎 
年 50 名の減となっている。有資格者 1,000

名で会員数は 480 名と入会率が低い。 
・更新研修会を年 7 回実施している。（県指導協 1 回、地
域指導協 6 回）この研修会に事務局が出向 
き、スポーツ指導者協議会の案内で行っている。 
・年間の会費は一人 1,000 円で県スポーツ協会から 25 万
の補助金が出ている。 
・会員の減少対策がなかなか取り組めてないのが現状であ
る。 

神奈川県 山本 健二 

・会員数は約 2,000 名で有資格者全員が加入
している。（2,000 名で推移）しかし、会費は
任意であり 338 名が納入している状態です。(年
会費1,000円/人) 
・執行部会や理事会、総会など開催して情報

交換、資質の向上とかを図っている。 
・県スポーツ協会から年間 40 万円を補助していただいてい
る。 
・スポーツ指導者協議会の存在認識がされているのかという
声がでてきている。スポーツ協会との話し合いや他の団体と
の連携ができるよう動いている。 
・中学校部活動の「スポーツの地域移行」ということもあり、
スポーツ指導者の紹介を兼ね行政との 
連携・協力等を継続的に行っている。執行部ではなく、市町
村指導協が行っていくのが望ましい。 

本年度より会長が入江から大野に代わりまし
た。 
・年会費は 2,000 円/人で県より 20 万 
円の補助金をいただいている。 
・会員数は年々目減りしているが、リーフレ

ットを作成して配布するなど会員増への取り組みをしてい
る。年 4 回の更新研修会の折に説明や新規取得者への案内を
行っている。 
・更新研修会の受講料は無料で非会員は 2,000 円となってい
る。会員の年会費 2,000 円が 4 年で 8,000 円になり、非会員
の更新時の 2,000 円に不公平を感じているとの声があり、非
会員の受講料を 4,000 円にしたいと県と交渉を行っている。 
・広報誌の発行は県スポーツ協会の協力で発送して 
いただいている。 

スポーツ指導者協議会は発足して 40 年経過
していますが、令和 2 年に新規という形で再
生を図った。ホームペー 
ジの作成、ロゴマークの変更そして理事を入
れ替え新しいスタートを切りました。 

・会員数は旧協議会では 2,000 名いましたが現在は 200 名と
なっている。 
・研修会受講料は会員が 2,000 円で非会員は 3,000 円として
いる。そこで収入を得ている。 
・スポーツ協会からは研修費補助ということで 8,000 円しか
出ていません。 
・スポーツ指導者協議会の法人化を図りたいという考えがあ
り、今年は据え置くが早ければ来年には社団法人の取得をし
たいと考えている。 
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・スポーツ指導者協議会の法人化を図りたいという考えがあ
り、今年は据え置くが早ければ来年には社団法人の取得をし
たいと考えている。 
・都スポーツ協会が下部組織として認定していないところに
金は出せない、意見は聞けないとか全然反応がない。 

千葉県 川喜田 靖彦 東京都 山田 龍彦 

県内にあるいろいろな協議会がある中、最初
に補助金を減らされているのがスポーツ指導
者協議会です。この協議会は何やってんだ！
と予算を握っているところのターゲットにな
っている。人、物、金と言いますが運営する 

中で一番必要なのはお金かなと思います。 
・県からの補助金は 7 万円です。7 万円の中で年 2 回の理事
会、そして関東ブロックの年会費 10,000 円を支出するとほか
にあてる予算が無くなる状況です。 
・年 2 回（7 月、2 月）の更新研修会を開催。参加料 1,000 円
が協議会の運営費として一時は潤っていたが、日本スポーツ
協会の更新研修会の考え方が変わり、この金額が協議会に入
ってこなくなってしまった。更新研修会の通知は対象者にス
ポーツ協会から郵送している。 

県スポーツ指導者協議会の現況ですが、「研究
討議・情報交換」資料に詳しく記載されてい
ますのでご覧ください。 
・現在 1,631 名の会員で、4 年に 1 度年会費
4,000 円を徴収している。 

・更新研修会は年 4 回（8 月、９月、11 月、2 月）予定して
いる。参加料は会員 1,000 円に未会員は 3,000 円をいただい
ている。 
ありがとうございました。各都県から現在どのような活動を
しているか、課題は何かをお話いただきました。 

栃木県 磯 元一朗 

茨城県 鈴木 義夫 
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年前から比べると右肩下がりでここ数年毎 
年 50 名の減となっている。有資格者 1,000

名で会員数は 480 名と入会率が低い。 
・更新研修会を年 7 回実施している。（県指導協 1 回、地
域指導協 6 回）この研修会に事務局が出向 
き、スポーツ指導者協議会の案内で行っている。 
・年間の会費は一人 1,000 円で県スポーツ協会から 25 万
の補助金が出ている。 
・会員の減少対策がなかなか取り組めてないのが現状であ
る。 

神奈川県 山本 健二 

・会員数は約 2,000 名で有資格者全員が加入
している。（2,000 名で推移）しかし、会費は
任意であり 338 名が納入している状態です。(年
会費1,000円/人) 
・執行部会や理事会、総会など開催して情報

交換、資質の向上とかを図っている。 
・県スポーツ協会から年間 40 万円を補助していただいてい
る。 
・スポーツ指導者協議会の存在認識がされているのかという
声がでてきている。スポーツ協会との話し合いや他の団体と
の連携ができるよう動いている。 
・中学校部活動の「スポーツの地域移行」ということもあり、
スポーツ指導者の紹介を兼ね行政との 
連携・協力等を継続的に行っている。執行部ではなく、市町
村指導協が行っていくのが望ましい。 

本年度より会長が入江から大野に代わりまし
た。 
・年会費は 2,000 円/人で県より 20 万 
円の補助金をいただいている。 
・会員数は年々目減りしているが、リーフレ

ットを作成して配布するなど会員増への取り組みをしてい
る。年 4 回の更新研修会の折に説明や新規取得者への案内を
行っている。 
・更新研修会の受講料は無料で非会員は 2,000 円となってい
る。会員の年会費 2,000 円が 4 年で 8,000 円になり、非会員
の更新時の 2,000 円に不公平を感じているとの声があり、非
会員の受講料を 4,000 円にしたいと県と交渉を行っている。 
・広報誌の発行は県スポーツ協会の協力で発送して 
いただいている。 

スポーツ指導者協議会は発足して 40 年経過
していますが、令和 2 年に新規という形で再
生を図った。ホームペー 
ジの作成、ロゴマークの変更そして理事を入
れ替え新しいスタートを切りました。 

・会員数は旧協議会では 2,000 名いましたが現在は 200 名と
なっている。 
・研修会受講料は会員が 2,000 円で非会員は 3,000 円として
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研
修
会
の
講
演
Ⅰ
で
は
佐
藤
誠
一
氏
に

よ
る
「
パ
ワ
ハ
ラ
と
選
手
の
成
長
！
悪
気

が
な
い
の
に
な
ぜ
？
」、講
演
Ⅱ
で
は
「
茂

木
ゆ
う
い
ち
氏
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
築
く
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
と
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
メ
イ
ン
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

日
頃
、
耳
に
し
て
い
る
言
葉
で
は
あ
る

が
、い
ざ
研
修
の
場
で「
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
？

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
く
な
る
の
？
ど
の
よ

う
に
し
て
？
」
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
の
問
い

か
け
に
、
参
加
者
は
、
回
答
に
戸
惑
っ
た

様
子
で
あ
っ
た
。
前
者
で
は
、
参
加
者
の

顔
ぶ
れ
を
見
な
が
ら
、
年
代
に
合
わ
せ
た

人
気
漫
画
を
導
入
し
て
、
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
変
化
を

も
た
ら
し
た
こ
と
を
講
演
さ
れ
た
。
話
は

人
体
の
大
脳
皮
質
に
ま
で
及
び
、
言
葉
は

大
脳
皮
質
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
す
る
こ

と
で
、
脳
が
消
費
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
限
界
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
言
語
化

が
８
割
を
占
め
て
い
る
。
要
す
る
に
、
言

葉
を
用
い
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
と
理
解
し
た
。
そ

の
実
践
に,

隣
席
の
方
と
「
指
導
の
振
り

返
り
を
想
像
し
て
、
自
分
の
指
導
は
？
」

と
の
テ
ー
マ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
さ
せ
ら
れ
、
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
後
者
の
研
修

で
は
、
い
き
な
り
、「
選
手
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
理
由
と
背
景
」
に
つ
い
て
隣

同
士
で
の
話
合
い
が
求
め
ら
れ
、
殆
ど
の

参
加
者
は
戸
惑
い
、
対
話
も
的
を
得
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
が
、
対
話

形
式
の
問
答
に
は
よ
く
応
え
ら
れ
て
い
た

と
感
じ
た
。
そ
の
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

ン
グ
の
実
践
者
か
ら
見
る
飯
を
食
う
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
人
と
し
て
は
、
考

え
を
実
行
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ

に
は
自
分
の
強
み
を
言
語
化
で
き
る
こ
と

の
重
要
性
を
説
明
さ
れ
た
。
結
局
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
語
彙
力
に
大
き
く
関

係
す
る
こ
と
を
学
び
、
同
じ
失
敗
を
二
度

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
にG

R
O

W

モ
デ
ル

質
問
集
の
紹
介
も
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、

語
彙
数
を
上
げ
る
・
下
げ
る
の
質
問
例
を

取
り
上
げ
、
言
葉
が
よ
り
身
近
な
も
の
と

な
っ
て
は
じ
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の

講
演
内
容
に
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
々
奥
の
深
い
テ
ー
マ
に
、　

久
し
ぶ
り

に
充
実
感
を
味
わ
え
た
研
修
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

な
か
な
か
終
息
を
見
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中
、
指
導
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
う
え
、

研
鑽
、
ご
指
導
に
ご
活
躍
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
渦
中
の
中
、
昨
年
の

11
月
13
日
に
県
南
地
区
研
修
会
が
受
講
生

の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
阿
見
町
本
郷
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、
無
事
に
開
催
さ

れ
、
何
事
も
無
く
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
関
係
者
各
位
の
ご

支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
前
中
の
講
演
Ⅰ
は
、
津
村
和
寿
先
生

の
「
活
き
活
き
と
し
た
選
手
と
チ
ー
ム
を

つ
く
る
た
め
に
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
の
講
演

Ⅱ
は
、
網
師
野
公
也
先
生
の
「
指
導
者
に

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
ち
ら
の
講
演
も
刷
新
的
な
講
演
で

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
南
地
区
研
修
会
に
お
い
て
至

ら
な
い
点
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

と
て
も
良
か
っ
た
し
嬉
し
か
っ
た
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。（
私
見
で
す
が
）
そ
れ
は
、

講
演
が
終
了
し
て
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
修

了
書
を
お
配
り
す
る
時
で
し
た
。
当
初
、

受
講
生
の
皆
さ
ん
の
元
に
伺
っ
て
手
渡

し
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
、
運
営
委
員
の
数
も
少
な
く
、
時
間
が

掛
か
り
す
ぎ
る
と
運
営
委
員
が
と
っ
さ
に

機
転
・
判
断
し
十
人
づ
つ
座
席
か
ら
降
り

て
も
ら
い
、
順
番
に　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
、

②
宣
言
書
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
③
修
了

書
・
受
講
カ
ー
ド
・
テ
ニ
ス
カ
ー
ド
を
お

渡
し
て
、
お
帰
り
い
た
だ
く
事
に
、
急
遽
、

切
り
替
え
ま
し
た
。
な
ん
と
そ
れ
が
大
当

た
り
で
ス
ム
ー
ス
に
人
が
流
れ
て
あ
っ
と

い
う
間
に
手
渡
し
が
完
了
し
ま
し
た
。
運

営
委
員
の
敏
捷
な
る
行
動
に
、
と
て
も
嬉

し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
研
修
会
は
隔
年
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
も
県
南

支
部
の
活
性
化
、
充
実
し
た
研
修
会
を
推

進
で
き
る
よ
う
是
非
と
も
継
続
し
て
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
こ

の
席
を
お
借
り
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
南
支
部
、
人
手
不
足
を

解
消
し
つ
つ
役
員
全
員
一
丸
と
な
り
研
修

の
資
質
向
上
を
図
り
、
充
実
し
た
県
南
地

区
研
修
会
と
な
り
ま
す
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

指
導
者
の
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
工
夫
を
凝
ら
し
指
導

を
行
っ
て
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
変

ご
苦
労
様
で
す
。

　

中
央
支
部
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
令

和
５
年
度
の
活
動
予
定
を
お
伝
え
し
ま
す
。

☆
令
和
４
年
度
事
業
報
告

　

⑴
総
会
開
催
・
令
和
４
年
４
月
16
日
㈯

ひ
た
ち
な
か
市
松
戸
体
育
館
で
開
催
。
会

員
数
３
０
４
名
に
対
し
、
参
加
者
数
11

名
、
議
長
委
任
数
が
２
９
３
名
で
過
半
数

を
超
え
、
総
会
議
事
を
進
め
ま
し
た
。
議
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事
事
項
は
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
会
計

報
告
、
４
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
審
議
、

役
員
選
出
・
支
部
規
約
の
一
部
改
正
。

　

⑵
講
習
会
開
催　

６
月
５
日
㈯
救
急
救

命
講
習
会
の
開
催
。
出
席
15
名
。

　

⑶
中
央
支
部
研
修
会
開
催　

参
加
者
44

名
。
①
講
師　

中
山
由
起
枝
氏
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
射
撃
日
本
代
表
）

②
講
師　

西
村
大
輔
氏
（
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ

代
表
取
締
役
）

　

⑷
広
報
誌
『
ち
ゅ
う
お
う
』
の
発
行

　

⑸
そ
の
他
役
員
会
の
開
催

☆
令
和
５
年
度
事
業
予
定

　

⑴
中
央
支
部
総
会
４
月
16
日
㈰

　

⑵
中
央
地
区
研
修
会
９
月
３
日
㈰

　

⑶
支
部
講
習
会
６
月
４
日
㈰

　

⑷
広
報
発
行
年
２
回
予
定
９
・
３
月

　

⑸
役
員
会
開
催
（
役
員
４
回
・
広
報

４
回
・
総
務
２
回
・
事
務
２
回
・
研
修
２

回
を
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

３
月
と
９
月
に
発
行
す
る
『
ち
ゅ
う
お

う
』
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
今
年
度

の
中
央
支
部
は
、
会
員
の
皆
様
の
指
導
状

況
や
考
え
方
な
ど
を
広
報
誌
『
ち
ゅ
う
お

う
』
に
て
紹
介
致
し
、
会
員
の
皆
様
に
よ

り
一
層
ス
ポ
ー
ツ
の
「
楽
し
さ
」
や
「
喜

び
」
が
作
れ
る
よ
う
努
め
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
お
伝
え
す

る
情
報
・
ニ
ュ
ー
ス
等
を
よ
り
早
く
お
伝

え
す
る
為
に
メ
ー
ル
・
Ｈ
ｐ
で
の
方
法
を

選
択
肢
と
し
て
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
、
県
西
支
部
活
動
状
況
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
会
報
85
号
に
も

載
せ
ま
し
た
が
令
和
４
年
５
月
22
日
、
下

妻
市
千
代
川
公
民
館
に
て
県
西
支
部
総
会

を
開
催
。
９
月
に
救
急
救
命
講
習
会
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
消

防
署
よ
り
開
催
で
き
な
い
と
の
連
絡
が
あ

り
や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
県
西
支
部
活
動
計
画
を

令
和
５
年
１
月
22
日
、
古
河
市
中
央
公
民

館
で
役
員
会
を
開
催
し
、
県
西
支
部
総
会

を
令
和
５
年
５
月
21
日
（
日
）
下
妻
市
千

代
川
公
民
館
で
開
催
。
同
５
年
11
月
12
日

（
日
）
に
隔
年
実
施
し
て
き
た
資
格
更
新

地
区
研
修
会
を
県
西
支
部
主
管
で
開
催
し

ま
す
。
場
所
に
つ
い
て
は
一
昨
年
実
施
し

た
下
妻
市
千
代
川
公
民
館
を
仮
予
約
し
ま

し
た
。
支
部
独
自
の
研
修
会
に
つ
い
て
は

３
月
ま
で
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
22
日
の
役
員
会
の
中
で
改
選
期
で
あ

る
支
部
役
員
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
一

部
役
員
の
辞
退
が
発
生
し
最
終
的
な
人
事

は
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
役
員
の

話
で
し
た
が
、以
前
の
協
議
会
の
開
催（
理

事
会
・
常
任
理
事
会
）
は
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
た
が
、
平
日
に
な
っ
た
た
め
出
席

で
き
な
く
な
り
止
む
無
く
欠
席
に
な
っ
て

し
ま
う
た
め
辞
退
と
の
事
で
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
仕

事
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
参
加
は
で
き
な
い

と
の
事
。
他
の
支
部
で
も
同
じ
よ
う
な
意

見
は
出
て
い
な
い
の
か
？
理
事
会
の
出
席

者
は
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ
で
開
催
し
て
い

る
の
で
は
？
も
う
一
度
原
点
に
返
り
協
議

会
の
在
り
方
、
会
員
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
し
未
会
員
に

対
し
て
周
知
徹
底
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
９
月
４
日
に
水
戸
支

部
主
管
の
更
新
研
修
会
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

茨
城
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
致
し
ま
し

た
。
協
議
会
役
員
及
び
水
戸
支
部
役
員
、

そ
し
て
受
講
さ
れ
た
皆
様
の
協
力
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

取
り
な
が
ら
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
講
演
Ⅰ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
」

で
は
泉
妻
先
生
の
、
よ
り
よ
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
為
に
何
を
い
つ
ど
れ
だ
け
栄
養

を
摂
る
か
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ご
と
に
違
い
、

病
気
や
障
害
防
止
の
た
め
に
も
栄
養
教
育

は
大
切
だ
と
学
べ
ま
し
た
。講
演
Ⅱ
の「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
選
手
の
成
長
」
で

は
岩
上
先
生
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
受
講
者
が
ペ
ア
に
な
り
話
し

合
い
ま
し
た
。
最
初
は
遠
慮
し
て
い
ま
し

た
が
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん

意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
選

手
の
能
力
を
上
げ
る
言
葉
や
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
上
げ
る
質
問
の
仕
方
も
た
く
さ

ん
学
べ
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
に
は
水
戸
市
上
中
妻
市
民
セ

ン
タ
ー
で
、
普
通
救
命
講
習
会
を
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
を
取
り
受
講
者
20
名
で
開

催
致
し
ま
し
た
。
５
人
一
組
に
な
り
一
次

救
命
処
置
、
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
を
講
習
し
受
講
終
了
証
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
水
戸
支
部
総
会
を
四

月
に
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
７
月
に
は

普
通
救
命
講
習
会
を
行
う
予
定
で
す
。
水

戸
支
部
便
り
を
年
２
回
発
行
す
る
予
定
で

す
の
で
、
４
月
以
降
水
戸
支
部
定
例
会
で

決
ま
り
ま
し
た
内
容
を
掲
載
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
昨
年
以
上
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度

４
月
３
日　

第
22
回
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー

　
　
　
　
　

ス
助
勢
コ
ロ
ナ
で
中
止

４
月
４
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

支
部
講
習
会
総
会
対
策

５
月
15
日　

支
部
講
習
会
「
背
骨
コ
ン
デ

　
　
　
　
　

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
と
支
部
総
会

６
月
８
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

県
総
会
報
告
・
支
部
総
会
の

　
　
　
　
　

反
省
・
ま
と
め
、
支
部
会
報

　
　
　
　
　

対
策
・
友
の
会
報
告
等

７
月
４
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

地
区
研
修
会
テ
ー
マ
検
討
、

　
　
　
　
　

支
部
会
報
対
策
等

８
月
１
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

地
区
研
修
会
協
力
要
請

　
　
　
　
　

支
部
会
報
対
策

９
月
５
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

全
県
研
修
会
報
告
、
地
区
研

　
　
　
　
　

修
会
対
策
・
支
部
会

　
　
　
　
　

報
校
正
等

９
月
15
日　

支
部
会
報
60
号
発
行

10
月
３
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

県
協
議
会
報
告
審
議
・
地
区

　
　
　
　
　

研
修
会
対
策

　
　
　
　
　
　

支
部
会
報
発
行
準
備

10
月
16
日　

女
性
セ
ン
タ
ー
祭
助
勢

11
月
７
日　

定
例
会

近 

藤 

康 

雄

　

事 

務 

局 

長

県
西
支
部

水
戸
支
部

加
藤
木 

す
え
子

事 

務 

局 

長

県
北
支
部

梅 

村 

恒 

雄

　

支 

部 

長



　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
祭
報
告

　
　
　
　
　

県
協
議
会
各
種
報
告
審
議
・

　
　
　
　
　

地
区
研
修
会
対
策

12
月
５
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

県
協
議
会
各
種
報
告
審
議
・

　
　
　
　
　

地
区
研
修
会
対
策

　
　
　
　
　

次
年
度
事
業
計
画
対
策

１
月
16
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

地
区
研
修
会
現
地
視
察
報
告

　
　
　
　
　

・
友
の
会
報
告
・
地
区
研
修

　
　
　
　
　

会
役
割
・
準
備
品
確
認
・
県

　
　
　
　
　

協
議
会
提
出
資
料
確
認
・
表

　
　
　
　
　

彰
者
の
確
認
・
支
部
会
報

　
　
　
　
　

執
筆
者
対
策

１
月
28
日　

県
協
議
会
報
告
書
提
出

２
月
５
日　

県
北
地
区
研
修
会
開
催

　
　
　
　
　

県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

80
名
予
定
62
名
参
加

２
月
13
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

地
区
研
修
会
総
括
・
友
の
会

　
　
　
　
　

報
告
・
次
年
度
事
業
計
画
案

　
　
　
　
　

確
認
・
支
部
会
報
61
号
対
策

　
　
　
　
　

・
令
和
５
年
度
支
部
総
会
対

　
　
　
　
　

策
・
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　
　
　

協
力
依
頼
等

３
月
６
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

支
部
総
会
対
策
・
支
部
会
報

　
　
　
　
　

校
正
等

３
月
15
日　

支
部
会
報
61
号
発
行
・
役
員

　
　
　
　
　

改
選
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
研
修
会
は
、
多
々
行
き
届
か
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
・
参
加
者
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

次
年
度
の
活
動
予
告

　

①
定
例
役
員
会

　
　

毎
月
第
一
月
曜
日
に
開
催

　

②
各
委
員
会
活
動

　
　

総
務
・
研
修
・
広
報
委
員
会
の
運
営

　

③
支
部
講
習
会

　
　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
開
催

　

④
支
部
会
報

　
　
「
あ
み
～
ご
」
62
・
63
号
の
発
行

　

⑤
近
隣
市
町
村
へ
の
協
力

　
　

日
立
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
給
水
助

　
　

勢
、
女
性
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
助
勢
等

　
　

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
反
省
と
令
和
５
年
度
の

事
業
活
動
に
つ
い
て
議
論
し
、
役
員
一
同

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

も
ぜ
ひ
各
種
研
修
会
に
ご
参
加
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　⑽　茨城県スポーツ指導者協議会会報　第 86 号　

http://www.ibaraki-sports.or.jp/

協議会事務局便り
✍令和５年度全県研修会・地区研修会は４会場で、下記の研修会に
ついて案内文書を、令和５年６月上旬に郵送を予定しております。

✎令和５年度茨城県スポ－ツ指導者研修会のお知らせ

⑴全県研修会
　日　時　令和５年８月６日 ( 日 )
　会　場　水戸市・ＪＡグル－プ茨城教育センタ－
　定　員　100 名

⑵中央地区研修会
　日　時　令和５年９月３日 ( 日 )
　会　場　那珂市・総合センターらぼーる
　定　員　150 名

⑶県西地区研修会
　日　時　令和５年１１月１２日 ( 日 )
　会　場   下妻市・千代川公民館
　定　員　120 名

⑷鹿行地区研修会
　日　時   令和６年１月 21 日 ( 日 )
　会　場   鉾田市・大洋公民館
　定　員　130 名

※全国研修会
　日　時   令和 5 年 11 月～ 12 月予定
　形　態　ハイブリッド（オンライン・対面）
　主　催　（公財）日本スポーツ協会   

　

第
八
十
六
号
会
報
発
行
に
当

た
り
皆
様
に
原
稿
執
筆
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

次
回
の
会
報
八
十
七
号
発
行
は

　

令
和
五
年
九
月
十
五
日
（
予
定
）
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編集後記

【広報募集連絡先】
〒 306-0204
茨城県古河市下大野 1463-4
TEL 0280-92-4555
FAX 0280-92-4555
茨城県スポーツ指導者協議会
　　　担当・事務局長　鈴木

皆様のご投稿を
お待ちしております！

広
報
委
員
長

　

君
和
田
治
也
（
鹿
行
支
部
）

広
報
副
委
員
長

　

髙
野　

照
代
（
鹿
行
支
部
）

広
報
委
員

　

高
松　

淑
子
（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子
（
水
戸
支
部
）

　

金
沢　
　

泉
（
中
央
支
部
）

　

小
林　
　

誠
（
県
南
支
部
）

　

大
竹　

幹
夫
（
県
西
支
部
）

　

関
根
あ
さ
子
（
県
西
支
部
）

　

鈴
木　

義
夫
（
事
務
局
長
）

広報委員会


